
『観
世
音
菩
薩
授
記
経
』
所
説
の
阿
弥
陀
仏

の
入
滅

齊

藤

舜

健

一

は
じ

め
に

観
世
音
菩
薩
授
記
経
に
は
、
曇
無
竭
訳

の

『観
世
音
菩
薩
授
記
経
』

(以
下
、
授
記
経
)
と
施
護
訳
の

『如
幻
三
摩
地
無
量
印
法
門
経
』
(以
下
、

施
護
訳
)
の
漢
訳
二
本
と
チ
ベ
ッ
ト
訳
が
知
ら
れ
る
。

こ
の
内

チ
ベ

ッ
ト
訳
に
は
漢
訳
二
本
と
比
べ
著
し

い
増

広
が

見
ら

れ
、
ま
た
、
所
説
の
本
生
譚
を
授
記
経
が
釈
尊

の
も
の
と
す
る
の
に
対

し
て
施
護
訳

・
チ
ベ

ッ
ト
訳
は
阿
弥
陀
仏
の
も
の
と
す
る
と
い
う
相
違

は
あ
る
も
の
の
、
そ
の
粗
筋

は
お
お
む
ね

一
致
し
て
い
る
。

本
稿

で
考
察
す
る
阿
弥
陀
仏
の
入
滅
は
三
本
と
も
に
述
べ
ら
れ
、
経

典
中
で
も

つ
意
味
は
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
と
考
え
る
が
、
特
に
授
記
経
の

記
述
が
中
国
に
お
け
る
阿
弥
陀
仏
の
仏
身
論
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た

の
で
あ
り
、
筆
者
が
授
記
経
を
取
り
扱
お
う
と
す
る
目
的
も
こ
こ
に
あ

る
の
で
、
授
記
経

の
記
述
に
即
し
て
、
所
説
の
阿
弥
陀
仏
の
入
滅
の
意

味
を
考

え
て
み
た
い
。

印
度
學
佛
教
學
研
究
第
四
十
四
巻
第
二
号

平
成
八
年
三
月

二

授

記
経

の
内

容

授
記
経
の
内
容
は
以
下
の
如
く
で
あ
る
。

ま
ず
、
華
徳
蔵
菩
薩
が
釈
尊
に
如
幻
三
昧

の
獲
得
方
法
を
尋
ね
、
答

え
を
得
る
。
更
に
釈
尊
よ
り
如
幻
三
昧
を
獲
得
し
た
も

の
に
観
世
音
菩

薩
と
得
大
勢
菩
薩
が
お
り
、
西
方
安
楽
世
界

に
往
生
し
た
も
の
は
こ
の

二
人
の
菩
薩
か
ら
如
幻
三
昧
を
獲
得
す
る
の
だ
と
教
え
ら
れ
る
。
そ
こ

で
、
華
徳
蔵
菩
薩
は
二
人

の
菩
薩
を
娑
婆
世
界
に
招
く
よ
う
釈
尊
に
お

願
い
し
、
そ
の
願

い
を
容
れ
て
釈
尊
は
眉
間

の
白
毫
よ
り
光
を
放
つ
。

そ
の
神
変
を
受
け
て
、
観
世
音
菩
薩
と
得
大
勢
菩
薩
は
娑
婆
国
土
に
そ

れ
ぞ
れ
四
十
億

の
眷
属
を
引
き
連
れ
て
現
れ
、
ま
た
、
如
幻
三
昧
の
力

に
よ
る
神
変
を
あ
ら
わ
す
。
こ
の
神
変
を
見

て
、
華
徳
蔵
菩
薩
は
二
人

の
菩
薩

の
発
心
に
つ
い
て
釈
尊
に
尋
ね
る
。

そ
こ
で
釈
尊
は
、
二
人
の

菩
薩
と
釈
尊
自
身

の
本
生
を
語
る
。
そ
の
内
容
は
、
過
去
に
無
量
徳
聚

安
楽
示
現
国
土
に
金
光
師
子
遊
戯
仏
が
お
り
、
こ
の
仏
に
威
徳
王
と
い

う
法
王
は
教
化
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
王
が
三
昧
に
入
っ
て
い
る
と
、
そ

一
三
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『観
世
音
菩
薩
授
記
経
』
所
説
の
阿
弥
陀
仏
の
入
滅

(齊

藤
)

の
両
脇
に
宝
上

・
宝
意
と
い
う
二
人
の
童
子
が
現
れ
た
。
こ
の
三
人
は

連
れ
立

っ
て
金
光
師
子
遊
戯
仏
の
も
と
に
赴
き
、
二
人

の
童
子
は
そ
こ

で
初

め
て
発
心
し
た
。
実
は
威
徳
王
こ
そ
現
在
の
釈
尊
で
あ
り
、
二
人

の
童

子
は
そ
れ
ぞ
れ
観
世
音
菩
薩

・
得
大
勢
菩
薩
で
あ

っ
て
、
無
量
徳

聚
安
楽

示
現
国
土
と
は
、
現
在

の
西
方
安
楽
世
界
の
こ
と
で
あ
る
と
示

さ
れ

る
。
こ
の
本
生
譚
が
説
か
れ
た
後
、
華
徳
蔵
菩
薩
が
、
二
人
の
菩

薩
が
作

仏
す
る
場
所
を
尋
ね
る
と
、
阿
弥
陀
仏
の
入
滅
後
、
先
ず
、
観

世
音
菩
薩
が
補
処
し
て
普
光
功
徳
山
王
如
来
と
な
り
、
普
光
功
徳
山
王

如
来
が

入
滅
す
る
と
、
得
大
勢
菩
薩
が
補
処
し
て
善
住
功
徳
宝
王
如
来

と
な
る
、
と
説
く
。
そ

の
後
、
経
典
受
持
の
功
徳

・
会
座
の
大
衆
の
得

益
な
ど
が
述
べ
ら
れ
て
終
わ
る
。

以
上
が
授
記
経

の
概
要
で
あ
る
。

三

登

場

す

る
仏

・
菩
薩

た
ち

の
関
係

本

生
譚
以
降
に
阿
弥
陀
仏

の
入
滅
と
そ
れ
を
取
り
巻
く
仏

・
菩
薩
た

ち
の
関
係
が
述
べ
ら
れ
る
。
こ
こ
で
は
そ
こ
に
登
場
す
る
、
釈
尊

・
阿

弥
陀
仏

・
金
光
師
子
遊
戯
仏

・
観
世
音
菩
薩

・
得
大
勢
菩
薩
が
ど
の
よ

う
な
関
係
に
あ
る
の
か
、
考
え
て
み
よ
う
。
ま
ず
、
過
去
に
於
い
て
、

我
於

爾
時
。
為

百
千
王
。
時
初
大
王
劫
欲
尽
時
。
有

世
界

名

無
量
徳

聚
安
楽
示
現
。
其
国
有

仏
。
号

金
光
師
子
遊
戯
如
来
応
供
正
遍
知
明
行
足

善
逝
世
間
解
無
上
士
調
御
丈
夫
天
人
師
仏
世
尊
。
(
1
)

爾
時
金
光
師
子
遊
戯
如
来
法
中
有

王
。
名
曰

威
徳
王
。千
世
界
正
法
治
化
。

一
四

号
為

法
王
。
(
2
)

彼
威
徳
王
於

八
万
四
千
億
歳
。
奉

事
如
来

不

習

余
法
。
仏
知

至
心

即
為
演

説
無
量
法
印
。
(
3
)

と
述
べ
ら
れ
る
よ
う
に
、
威
徳
王
と
い
う
法
王
が
お
り
、
彼
は
金
光
師

子
遊
戯
仏
に
教
化
さ
れ
無
量
法
印
を
授
け
ら
れ
た
。
金
光
師
子
遊
戯
仏

に
授
け
ら
れ
た
こ
の
無
量
法
印
は
、

何
等
為

無
量
法
印
幻
華
徳
蔵
菩
薩
。
凡
所

修
行
。
応

当
発

於
無
量
誓

願
。
何
以
故
。
菩
薩
摩
詞
薩
。
布
施
無
量
。
持
戒
無
量
。
(
4
)
…

…

と
い
う
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
彼
が
菩
薩
摩
詞
薩
で
あ

っ
た
こ
と
が

知
ら
れ
る
。
次

に
、
同
じ
く
過
去

に
於
い
て
、
宝
意

・
宝
上
と
呼
ば
れ

る
童
子
が
お
り
、
彼
ら
は
、

是
二
菩
薩
於

彼
仏
所
。
初
発

阿
耨
多
羅
三
貌
三
菩
提
心

。
(
5
)

と
さ
れ
る
よ
う
に
金
光
師
子
遊
戯
仏
の
も
と
で
初
発
心
を
し
た
も
の
で

あ

っ
た
。
但
し
華
徳
蔵
菩
薩
の
、

甚
奇
世
尊
。
是
善
男
子
。
未

曽
発
心
。
成

就
如

是
甚
深
智
慧
。
了

達
名
字

悉
不
可
得
。
世
尊
。
(
6
)

是
二
正
士
於

彼
先
仏

已
曽
供
養
。
作
ゴ諸
功
徳
。
……

と
い
う
言
葉
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
そ
れ
ま
で

に
菩
薩
た
る
べ
き
資
質
を

積
上
げ
て
い
た
も
の
で
あ

っ
た
。
威
徳
王

・
宝
上

・
宝
意
の
三
者
は
、

爾
時
威
徳
王
豈
異
人
乎
。
我
身
是
也
。
時
二
童
子
。
今
観
世
音
及
得
大
勢
菩

薩
摩
詞
薩
是
也
。
(
7
)

と
あ
り
、
威
得
王
は
現
在
の
釈
迦
牟
尼
仏
、

二
人
の
童
子
は
観
世
音
菩

薩
と
得
大
勢
菩
薩
で
あ
る
。
ま
た
、
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善
男
子
。
今
此
西
方
安
楽
世
界
。
(
8
)

当

於
爾
時
。
号

無
量
徳
聚
安
楽
示
現
。

と
あ
り
、
現
在
の
安
楽
世
界
が
無
量
徳
聚
安
楽
示
現
世
界
だ
っ
た
の
で

あ
る
。

次
に
、
未
来
に
於
い
て
、
阿
弥
陀
仏
は
、

阿
弥
陀
仏
寿
命
無
量
百
千
劫
。
当

有

終
極
。
善
男
子
。
当
来
広
遠
不
可
計

劫
。
阿
弥
陀
仏
当

般
涅
槃
。
(
9
)

と
い
う
よ
う
に
、
般
涅
槃
す
る
。
観
世
音
菩
薩

・
得
大
勢
菩
薩
は
、

善
男
子
。
阿
弥
陀
仏
正
法
滅
後
。
過
中
夜
分
明
相
出
時
。
観
世
音
菩
薩
。
於

七
宝
菩
提
樹
下

結
跏
趺
坐
成
等
正
覚
。
号

普
光
功
徳
山
王
如
来
応
供
正
遍

知
明
行
足
善
逝
世
間
解
無
上
士
調
御
丈
夫
天
人
士
仏
世
尊
。
…
…
世
尊
。
彼

仏
国
土
名

安
楽

耶
。
仏
言
。
善
男
子
。
其
仏
国
土
号
日

衆
宝
普
集
荘
厳
｡

善
男
子
普
光
功
徳
山
王
如
来
。
随

其
寿
命
｡
得
大
勢
菩
薩
。
親
近
供
養
。

至

于
涅
槃
｡
般
涅
槃
後
。
奉

持
正
法
｡
乃
至
滅
尽
。
法
滅
尽
已
。
即
於

其
国
｡
成

阿
耨
多
羅
三
貌
三
菩
提

｡
号
曰

善
住
功
徳
宝
王
如
来
応
供
正

遍
知
明
行
足
逝
世
間
解
無
上
士
調
御
丈
夫
天
人
士
仏
世
尊
｡
(
1
0
)

と
あ
る

よ
う
に
、
阿
弥
陀
仏
の
滅
後
に
ま
ず
観
世
音
菩
薩
が
普
光
功
徳

山
王
如
来
と
い
う
仏
と
な
り
、
こ
の
仏
が
般
涅
槃
す
る
ま
で
得
大
勢
菩

薩
が
奉
事
す
る
。
そ
し
て
、
普
光
功
徳
山
王
如
来
が
般
涅
槃
す
る
と
、

得
大
勢
菩
薩
が
善
住
功
徳
宝
王
如
以
と
よ
ば
れ
る
仏
と

な

る

の
で
あ

る
。ま

た
、
現
在
は
、

釈
尊
は
娑
婆
世
界
の
教
主

で
あ
り
、

観
世
音
菩

薩

・
得
大
勢
菩
薩
は
阿
弥
陀
仏
に
仕
え
、
教
化
を
受
け
て
い
る
菩
薩
摩

『
観
世
音
菩
薩
授
記
経
所
』
説
の
阿
弥
陀
仏
の
入
滅

(齊

藤
)

詞
薩
で
あ
る
。
彼
ら
は
、
如
幻
三
昧
を
獲
得

し
て
お
り
、

若
有

菩
薩
。
従

彼
正
士
｡
七
日
七
夜
聴

受
是
法
｡
便
逮

得
如
幻
三
昧
｡

華
徳
蔵

菩薩
。
白

仏
言
世
尊
。
彼
国
応

有

無

量
菩薩
得

是
三
昧
。
何
以

故
｡
其
余
菩
薩
生

彼
国

者
。
皆
当

往

至
彼
正
士
所
｡
聴
中
受
是
法
。
(
1
1
)

と
さ
れ
る
よ
う
に
、
他

の
菩
薩
た
ち
に
如
幻
三
昧
を
教
授
す
る
。
さ
ら

に
、
如
幻
三
昧
を
獲
得
し
た
も
の
は
、
菩
薩

と
し
て
、

得

是
三
昧

。
以

善
方
便

化

其
身
｡
随

衆
形
類
所
成
善
根
｡
而
為
説

法
。
(
1
2
)

令

得

阿
耨
多
羅
三
需
三
菩
提
｡

と
さ
れ
る
よ
う
に
、
救
済
活
動
に
励
む
わ
け
で
あ
る
。
ま
た
、
阿
弥
陀

仏
は
、

又
願

見

彼
安
楽
世
界
阿
弥
陀
仏
｡
令
此
善
男
子
善
女
人
。
発
中阿
耨
多
羅

三
貌
三
菩
提
心
｡
(
1
3
)

と
あ
る
こ
と
か
ら
、
発
心
の
契
機
、
つ
ま
り
阿
弥
陀
仏
を
媒
介
と
し
て

菩
薩
と
な

っ
て
ゆ
く
、
と
考
え
ら
れ
た
よ
う
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
関
係
を
ま
と
め
る
と
、

1
、
過
去

:
金
光
師
子
遊
戯
仏
が
威
徳
王

・
宝
意

・
宝
上
を
教
化
す

る
。

威
徳
王

(釈
尊
)
は
奉
事
す
る
菩
薩
。

宝
意

・
宝
上

(観
世
音

・
徳
大
勢
の
両
菩
薩
)
は
初
発

心
す
る
。

2
、
現
在

:
釈
尊
は
娑
婆
世
界
の
教
主
。

阿
弥
陀
仏
は
安
楽
世
界
の
教
主
。

一
五
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『観
世
音
菩
薩
授
記
経
』
所
説
の
阿
弥
陀
仏
の
入
滅

(齊

藤
)

釈
尊

・
阿
弥
陀
仏
は
そ
れ
ぞ
れ
の
国
土
の
衆
生
と
観
世

音

・
得
大
勢
を
教
化
す
る
。

観
世
音

・
徳
大
勢
の
両
菩
薩
は
阿
弥

陀
仏

に
奉

事
す

る
。

3
、
未
来
1
:
阿
弥
陀
仏
は
入
滅
す
る
。

観
世
音
菩
薩
は
普
光
功
徳
山
王
如
来
と
な
る
。

得
大
勢
菩
薩
は
普
光
功
徳
山
王
如
来
に
奉
事
す
る
。

4
、
未
来
2

:
普
光
功
徳
山
王
如
来
は
入
滅
す
る
。

徳
大
勢
菩
薩
は
善
住
功
徳
宝
王
如
来
と
な
る
。

と
な
る
。
こ
こ
に
、
登
場
す
る
仏

・
菩
薩
た
ち
が
相
互
に
教
化

・
被
教

化
の
関
係
に
あ
る
こ
と
が
み
て
と
れ
る
。
こ
れ
ら
の
教
化

・
被
教
化
の

関
係
は
、
現
在
の
釈
尊
が
娑
婆
国
土
で
教
化
に
当

っ
て
い
る
こ
と
、
阿

弥
陀
仏
が
過
去
に
ど
こ
で
誰
に
よ

っ
て
教
化
さ
れ
た
の
か
が
明
示
さ
れ

て
い
な

い
こ
と
を
除
け
ば
、
す
べ
て
現
在
で
い
う
安
楽
国
と
い
う
場
で

の
出
来
事
で
あ
る
。
そ
し
て
、

こ
の
関
係
は
、
か
つ
て
教
化
さ
れ
た
者

が
教
化

し
た
者
が
般
涅
槃
し
た
後
、
作
仏
し
て
教
化
に
当
た
り
、
さ
ら

に
こ
こ
で
教
化
さ
れ
た
者
が
再
び
教
化
す
る
立
場
に
た

つ
、
と
い
う
も

の
で
あ

っ
て
、
こ
れ
が
過
去
か
ら
未
来
に
わ
た

っ
て
連
続
し
て
い
る
こ

と
を
示

し
て
い
る
。
特
に
観
世
音
菩
薩
と
得
大
勢
菩
薩
を
娑
婆
世
界
に

招
聘
す

る
よ
う
に
釈
尊
に
願

っ
た
際
に
、
華
徳
蔵
菩
薩
が
、

又
願
見
彼
安
楽
世
界
阿
弥
陀
仏
令
下
此
善
男
子
善
女
人
。
発
阿
耨
多
羅
三
貌

三
菩
提
心
。
願

生

彼
国
。
生

彼
国

巳
。
絶
不

退

転
阿
耨
多
羅
三
貌
三

一
六

菩
提
。
(
1
4
)

と
述
べ
、
阿
弥
陀
仏
に
ま
み
え
る
こ
と
に
よ

っ
て
娑
婆
世
界
の
も
の
た

ち
に
阿
耨
多
羅
三
貌
三
菩
提
心
を
発
さ
せ
、
阿
耨
多
羅
三
貌
三
菩
提
か

ら
退
転
し
な
い
よ
う
に
さ
せ
た
い
、
と
願

っ
た
こ
と
や
、
金
光
師
子
遊

戯
如
来

の
も
と
で
の
出
来
事
が
説
か
れ
る
発
端
と
な

っ
た
、
華
徳
蔵
菩

薩

の
、

世
尊
。
是
二
正
士
。
久
如
発

阿
耨
多
羅
三
貌
三
菩
提
心
。
於

何
仏
所
。
唯

願
説

之
何
令

諸
菩
薩
。
修

此
願
行

具
足
成
就
。
(
1
5
)

と
い
う
質
問
に
示
さ
れ
る
よ
う
に
、
阿
弥
陀
仏
を
契
機
と
し
て
菩
提
心

を
発
し
、
さ
ら
に
、
観
世
音

・
得
大
勢
菩
薩

と
同
じ
願
行
を
具
え
る
こ

と
を
求
め
る
と
い
う
内
容
に
よ
っ
て
、
菩
薩

と
し
て
観
世
音

・
徳
大
勢

菩
薩

の
働
き
を
担
う
こ
と
を
目
指
す
菩
薩

の
姿
が
示
さ
れ
て
い
る
よ
う

で
あ
る
。
今
、
阿
弥
陀
仏
を
契
機
と
し
て
菩
提
心
を
発
し
た
者
は
、
さ

ら
に
、

「
こ
の

[観
世
音

・
得
大
勢
菩
薩
の
]
願
行
を
修
し
、

具
足
し

成
就
せ
し
め
る
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、

い
ず
れ
は
、
現
在

の
観
世
音

・

得
大
勢
菩
薩
が
作
仏
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
阿
弥
陀
仏

・
普
光
功
徳
山
王
如

来
を
補
処
す
る
の
と
同
様
に
、
彼
ら

の
あ
と
を
補
処
し
て
行
く
こ
と
ま

で
想
定
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ

こ
に
、

〈教
化
さ
れ
た
も

の
が

教
化
者
と
な
り
、
更
に
新
た
に
教
化
さ
れ
た
も
の
が
教
化
者
と
な
っ
て

ゆ
く
〉
と
い
う
構
造
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

こ
の
構
造
は
、
現
在
の
安
楽
世
界
が
過
去

に
無
量
徳
聚
安
楽
示
現
国

土
で
あ

っ
た
時
に
、
金
光
師
子
遊
戯
仏
を
媒
介
と
し
て
、
現
在
の
観
世

510



音

・
得
大
労
菩
薩
が
初
め
て
発
心
し
た
の
で
あ
る
か
ら
、
過
去
か
ら
綿

々
と
続

い
て
来
た
構
造
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

四

ま
と

め

授
記
経

の
阿
弥
陀
仏

の
入
滅
を
め
ぐ
る
所
説
か
ら
読
み
取
ろ
う
と
試

み
た
構
造
は
、
授
記
経
と
同
じ
く
阿
弥
陀
仏

の
般
涅
槃
を
説
く
初
期
無

量
寿
経
類
に
も
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
す

な

わ
ち

『
大
阿
弥
陀
経
』
・

『
無
量
清
浄
平
等
覚
経
』
に
述
べ
ら
れ

て

い
る
、
阿
弥
陀
仏
に
よ
っ
て

救
済
さ
れ
る
有
情
た
ち
が
、
菩
薩
と
な
り
作
仏
し
弟
子
を
教
授
さ
れ
た

 

者
が
ま
た
弟
子
を
教
授
す
る
、
と
い
う
構
造
で
あ
り
、
(
1
6
)

ま
た
、
阿
弥
陀

仏

の
般
涅
槃
後
、
観
世
音
菩
薩
と
得
大
勢
菩
薩
が
相
次
い
で
作
仏
し
て

阿
弥
陀
仏
と
同
様
の
教
化
活
動
を
し
、
し
か
も
こ
の
流
れ
が
ど
こ
し
え

 

に
断
絶
す
る
こ
と
が
な
い
、
(
1
7
)

と
い
う
記
事
で
あ
る
。
こ
の
説
話
に
は
、

阿
弥
陀
仏
に
よ

っ
て
教
化
さ
れ
た
者
が
阿
弥
陀
仏
の
教
化
活
動
の

一
翼

を
担
い
、
そ
し
て
観
世
音

・
得
大
勢
と
次
第
し
て
次

々
に
作
仏
し
、
阿

弥
陀
仏
が
担

っ
て
い
た
働
き
を
継
承
す
る
と

い
う
構

造
が

見
ら

れ
得

る
。
(
1
8
)

初
期
無
量
寿
経
類

の
場
合
は
、
現
在
の
阿
弥
陀
仏
を
契
機
と
し
て
未

来
に
連

な
っ
て
行
く
構
造
が
示
さ
れ
て
い
る

の
に
対
し
て
、
授
記
経
で

は
阿
弥

陀
仏
自
身
が
相
対
化
さ
れ
、
現
在
と
い
う

一
場
面
で
の
教
化
の

働
き
を
担
う
に
過
ぎ
な
い
よ
う
に
理
解
さ
れ
て
い
る
。
特
に
施
護
訳

・

チ
ベ
ッ
ト
訳
の
よ
う
に
、
本
生
譚
を
釈
尊
の
も
の
で
は
な
く
阿
弥
陀
仏

『
観
世
音
菩
薩
授
記
経
』
所
説
の
阿
弥
陀
仏
の
入
滅

(齊

藤
)

の
も
の
と
す
る
場
合
に
は
、

こ
の
理
解
が

い

っ
そ
う
明
確
に
な
る
。

以
上
、
授
記
経
に
説
か
れ
る
阿
弥
陀
仏
の
般
涅
槃
を
め
ぐ

っ
て
、
そ

こ
に
示
さ
れ
る
構
造
を
浮
き
彫
り
に
し
よ
う
と
試
み
た
。
初
期
無
量
寿

経
類

に
も
同
様
の
構
造
が
見
ら
れ
る
が
、
こ

の
構
造
は
後
期
無
量
寿
経

類
で
は
完
全
に
消
滅
し
て
し
ま
う
。
無
量
寿
経
類
が
消
滅
さ
せ
た
こ
の

構
造
を
、
阿
弥
陀
仏
の
般
涅
槃
を
示
し
つ
つ
更
に
明
確
に
示
し
た
の
が

授
記
経
で
あ
る
と
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る

の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

1

大
正

一
二
巻
三
五
五
下

2

同
三
五
五
下

3

同
三
五
五
下

4

同
三
五
五
下

5

同
三
五
六
下

6

以
下
同

同
三
五
六
下

7

同
三
五
六
下

8

同
三
五
六
下

9

同
三
五
七
上

10

同
三
五
七
上
～
中

11

同
三
五
三
下
～
三
五
四
上

12

同
三

五
三
下

13

同
三
五
四
上

14

同
三
五
四
上

15

同
三
五
五

中

16

『大
阿
弥
陀
経
』
:
同
三
〇
八
下

17

『大
阿
弥
陀
経
』
:
同

三
〇
九
上
。
な
お
、
阿
閻
世
王
太
子
の
発
願
と
授
記
も
初
期
無
量
寿
経
類
に

の
み
見
ら
れ
る
記
事
で
あ
る
が
、
そ
の
内
容
は
、
阿
弥
陀
仏
の
二
十
四
願
経

が
説
か
れ
る
の
を
聞
い
た
阿
閻
世
王
太
子
と
長
者
の
息
子
た
ち
が
、
自
ら
も

阿
弥
陀
仏
の
よ
う
に
な
り
た
い
、
と
願
い
、
授
記
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
こ

の
構
造
を
支
え
る
も
の
と
理
解
で
き
る
。

18

初
期
無
量
寿
経
類
の
こ

の
構
造
に
う
い
て
は
、
平
成
六
年
度
日
本
宗
教
学
会
大
会
に
て

「菩
薩
と
し

て
の
願
往
生
者
」
と
題
し
て
報
告
し
た
何
要
旨
は

『宗
教
研
究
』
三
〇
三
号

三
三
〇
頁
。

〈キ
ー
ワ
ー
ド
〉

『観
世
音
菩
薩
授
記
経
』、
阿
弥
陀
仏
、
入
減

(仏
教
大
学
非
常
勤
講
師
)

一
七

511


